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213 妊婦 に対する MgSO4使用と 児へ の 影響 214　 　　 覚 醒 剤 （6−methamphetamine ）の ラ ッ

ト胎 仔発 育 に 及 ぼす 影 響
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【目 的 】近 年 、 麟 斗臨床 に お い て 子痾発作 予防 の

みな らず子宮収 縮抑制 の 目的 で   i測 が使用 さ れ て

い る 。 そ の 新 生児 に 対 す る副作用 と し て は 呼吸障

害 ，腸管 麻癖等が知 られ て い る が 、 詳細な 報告は少

な い 。 そ こ で 今回 、 母体に投与し た Mgsa・，の 児へ の

影響特に脹管麻痺に つ い て検討し た の で 報告す る 。

【方法 】平成 元年 6月か ら 2年 5月 まで に 当 産科 に て

妊娠 中毒症 または切迫 早産の た め MgS （勘を 投 与 さ れ

た 妊婦 58例 ， 出生後当 セ ン タ ーに 入院管理 され た 新

生 隻巳58例 （
）
直E月台主畳数 25〜36週 ，出生体 重 650 〜2490g ）

が対象 で あ る 。母体 隔9S（k投与 法 は 、 初回量4gを 30

分 間 で 持続 点滴 静 注 し た 後 、
1．0〜2。5g／ hrで 維 持

し た 。 維 持以後 は 24時間 おきに母体 血中 M9濃度 似

ド母体 Mg）を測定し た 。 ま た 児に 関し て は 出生 時 に

膀 帯 血 巾 Mg濃度 似 下臍 帯 Mg）を 測定 し 、 以後正常

化 （3．Omg ／dl未満 ）す る ま で 新生 児血 中 M9濃度 似

下 レ巳Mg）を測定 し た 。 腸管 麻痺群の 指標と し て 新 生

児 の 腹 部所見 ， 腹部 鼡純 X線 写真 を 用 い 、更 に ミ ル

ク 投与 開始司能 ま で の 日数 が 7生 日以上の も の と し

た 。 【成 績 】  母体 Mgと臍帯   と の 相関係数 は r

＝ 0．82 で あ っ fc。  児   の 正常 化に 要 す る 日数 に

関 し 臍帯M9と の 相関係数は r ＝ ：G。58で あ っ た が 、 母

体 Mg総投与 量 （以 下 Mg総量 ）と の 相関係数 は r ＝ 0 ．78

で あ っ た 。  腸管麻痺 （＋）群 と （一）群 と の 問 で 臍

帯 m1中Mg濃 度 に 有意
．
差 は 認め られ なか っ tc。   腸

管 麻痺 （十）群 と （
一
）群 と の 間 で   総量に有意差 （p

〈0．05）を 認め た 。 【結論 】臍帯 Mgは 億体 M9に よ く

相 関す るが 、 腸管麻 痺 の 有無 や児 Mgの 正常 化は  

総 量 に 大 き く 影 響 を 受 け る こ と が わ か っ た 。 今後

母体 へ の   S砺投 与 に際し 、血中濃度だ け で なく総

投 与量 の モ ニ タ
ー

も児 へ の 影響 を み る う え で 必要

と 思 わ れ た 。

〔目的 〕覚 醒 剤使 用 と早産 ，周 生 期 死 亡 ，発育 遅

延 な ど と の 関 連 を示 唆す る 症例報 告 が 散見 さ れ る 。

私 た ち は ，ラ ッ トの 全 胎 仔 培 養 法 を 用 い ，覚 醒 剤

（4− Methamphetamine ）の 胎児 発 育 に 及 ぼ す 影響 に

つ い て 基礎 的検討 を行 っ た 。 〔方法 〕妊 娠 12，5 日

目 の ラ ッ ト胎仔を ，New の 方法 に 準 じ て ，回 転型 培

養 装置 で ， 同 系雄 ラ ッ ト血清 を 用 い て 培養 し た 。

培 養開 始 6 時 間 目 に 心 拍 動 ，血 液循環 の 認 め られ た

もの を 対象と し ， 各種濃度で ぎ一Methamphetamine を

添 加 し た 群 と ，無添 加群 と を作 成 し ，さ らに 18 時

間 追 加 培 養 し た 。24 時 間培養 終了 後 の 胎仔に つ き

生 存率 を求 め ，さ らに ，生 存 した もの に つ き，そ

れ ぞ れ ， Crown −
rump 　 Iength （CRL ）， 体節数 ， 蛋

白量 （Lowry 法），DNA 量（Burton法）を測定 した 。

〔成 績 〕  胎 仔生 存 率紛 は ，無 添 加群 ，o．・2，0，5 ，

2．0 μ mol ／
’
dl添加群 で ，そ れ ぞ れ ，87，5（n ＝16），83，3

（n＝12），83，3（n
澤12），83．3（n

＝　12）で あ っ た 。

  CRL は ， そ れ ぞ れ ，
8．5± O．9

，
8．5 ± 0．5 ，

8．7± 0．9 ，

7．8 ± O，9mm で あ り，各群 間 で 有 意 な 差 は 認 め られ

な か っ た 。   体 節数 は ，それ ぞ れ J51 ．1± 2．5，51．0

± 3．2，53．2± L2
，
46．2± 1．7 個 で あ り ，

2，0 μ mol ／d1

添 加 群で は ，無 添 加 群に 比 べ 有意 （p く0．0001 ）な

減 少 が 認め られ た 。  蛋 白量 は ，そ れ ぞれ ，3．24

± 0，46
，

3．26 ± O．49
，
3．29 ± O．47

，
2．33 ± 0．43mg ／胎仔

で あ り ，2．0μ mol ／dl 添加群 で は ，無 添 加 群 に 比 べ

有 意 （pく O．　01）の 減少 が 認 め られ た 。   DNA 量 は ，

そ れ ぞ れ ，286± 33 ，297 ± 37，3eO± 48，214± 46μ g／

胎仔で あ り，2．eμ mol ／ d1添 加 群 は，無添加群 に 比

べ 骨意 （pく0．005 ）な 減 少 が 認 め られ た 。

〔結論 〕覚 醒 斉1拷
一Methamphetamine に は ，胎仔発

育 を抑 制す る 傾向 の あ る こ とが 示唆 さ れ た 。
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